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研究成果の概要（和文）：2010年から人工内耳装用児者に対する英語教育が実施された。この研究の目標は、１）人工
内耳を装用した中高生を対象とし、ヴェルボトナル法に基づいた英語授業をスカイプにより実施すること　２）ホーム
ステイによる英語研修を実施すること 3) シドニー在住の人工内耳装用児者と交流し、継続的な英語での交流がスカイ
プによって可能となるように環境を整えることであった。日本のM さんとシドニー在住の大学生で人工内耳装用者のC
さんとの交流が開始され、英語を媒体としながら、二人が英語と日本語を交えて自由に楽しく語り合う場がスカイプを
通して実現され、人工内耳装用児者の国際交流のモデルが誕生した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this research was to teach English to cochlear implant  (CI) stud
ents, via Skype, for the purpose of international communication. Four phases were designed in order for CI
 students to 1) experience using Skype to learn English and 2) develop their communicative skills via Skyp
e. The first phase focused on preparing students for a home stay program via Skype. The second phase was a
n actual home stay experience in Sydney. In the third phase, a Japanese CI teacher in Sydney taught Englis
h via Skype to a CI Japanese student in Japan.  In the fourth phase, the CI student communicated via Skype
 with a CI high school student in Sydney.  With good Skype experience and intense training, it is very pos
sible to conduct skype talks between two CI recipients even if one of them uses English as a second langua
ge.  Reciprocity and sharing common themes helped produce autonomous speech in Skype talks and led to the 
realization of international communication.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1)人間の聴神経への電気刺激の試みは 1930
年代から始まり、1978 年にオーストラリアで
10チャンネルのプロトタイプ人工内耳が初め
て完全聾の成人中途失聴者に植えられた。日
本では 1985 年に東京医科大学付属病院にお
いて 22 チャンネル人工内耳が臨床応用され
た。1991 年に、厚生省は人工内耳手術を高度
先進医療として承認し、66 症例が起こされ、
1992 年には 240 症例を超えた。賀戸(2003)に
よれば1993年において2〜3歳の幼児が2名、
小学生が 10 名と、子供への適用は慎重であっ
たが、1994 年からは健康保険の適用により、
先天性難聴の乳幼児に対する手術が増加した。
2009年までに約 5,700人が手術を受けている
が、その中の約 41%の 2,337名が小児である。
乳幼児期の聴覚経験が言語獲得に極めて大き
な役割をする事から先天性難聴の幼児•児童
への人工内耳に対する期待が大きい。オース
トラリアでは、術後の装用児の言語訓練及び
保護者に対する言語指導の訓練、人工内耳の
ソフト及びハードの頻繁なアップグレードが
活発に行なわれており、人工内耳装用児専門
の訓練施設も数多くあるが、日本国内におい
ては系統だった術後の言語訓練や保護者への
徹底した指導方法の伝授およびソフトハード
のアップグレードが定期的に行われている例
は極めて少ない。 
 
(2)人工内耳の適応が聴力障害児者にとって
有効であるかどうかの科学的根拠を明確化す
る必要性は Easterbrock (2005)や Luckner, 
et al. (2005/2006)らによって主張されてき
た。日本では人工内耳装用児におけるリテラ
シー•言語•学力というテーマで坂本 (2009)
が現状の分析を行なっている。坂本は人工内
耳が補聴器に比べて学力向上効果があるか、
人工内耳の早期介入に学力向上効果があるか、
人工内耳を常用している者ほど学力が高いの
か等の重要な課題に対して、科学的な有効性
があるかどうかは断定出来ないと報告してい
る。 
 
(3)人工内耳装用児に対しての音声、視覚、振
動情報を駆使した英語教育の実践例は国内外
において本研究グループの知る限り皆無であ
る。従って、この研究に関する直接的学術的
背景を列記するのは不可能である。しかし、
ヴェルボトナル法の創始者であるペタル•グ
ベリナは「ことばは身体の動きから発する」
として、言語の特性を本質から捉え、外国語
教育ならびに聴覚障害児者に対する言語訓練
に効果を上げる実践的な理論体系を築き上げ
た。本研究ではヴェルボトナル法を理論的か
つ実践的な先行モデルとして捉え、学術研究
を行なった。 
 
 
 

２．研究の目的 
 
 賀戸(2003) によると、人工内耳がより広く
受け入れられるには、工学的な技術開発、医
療技術の向上、聴覚評価技術の確立、指導、
教育機関の整備が必要であり、これらの領域
が互いに協調しあえるような総合的な体制の
樹立が不可欠であるとしている。 
 本研究においては、「指導」 {以下
(1),(2),(3)}と「教育機関の整備」{以下
(4),(5)}を主な目的とした。 
 
(1) 人工内耳装用児者に対して視覚・聴覚・
触覚情報が統合された遠隔英語授業を定期的
に実施し、英語のコミュニケーション能力を
育成する。 
 
(2) シドニーの人工内耳装用児者の自宅での
ホームステイにより、英語で意思疎通するこ
との楽しさを知り、普通学校や職場で活躍す
る人工内耳装用児者と交流し、英語学習への
動機を深める。 
 
(3) 日本の人工内耳装用児が、シドニー在住
の人工内耳装用児者と定期的な交流をスカイ
プで行い、英語によるコミュニケーション能
力を高め、日本と世界に貢献できる人材を英
語教育により育成する。 
 
(4) 遠隔授業を自動的にデータベース化する
システムを整備し構築する。 
 
(5) 独自のホームページを制作し、データベ
ース化された遠隔授業内容を学習者、ご父兄、
研究者にリアルタイムで提供する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 目的(1)を達成するために、遠隔授業に小
型振動器「ダヨン」を併用した。英語の韻律
的特徴を学ぶ為に、視覚•聴覚に振動感覚を統
合し、人工感覚器としての人工内耳と身体を
調和させた遠隔授業を試みた。 遠隔英語授業
（教師 vs.生徒型）の習慣化と上昇ピッチの
訓練（2011年 5月〜2012年 6月）が行われた。
普通学校に通学中の人工内耳を装用している
中高校生で、ヴェルボトナル研究所の日本語
訓練を受けた 3 名を面接により選考した。連
携研究者キャンベルが英語での授業をスカイ
プで行なった。 
 
(2) 目的(2)を達成するために、シドニーでの
英語研修（体験学習型）（2012 年 8月 5日〜8
月 12 日）が行われた。3名の参加者が人工内
耳装用者宅でのホームステイにより、英語で
生活する楽しさを体験した。 
 
(3) 目的(3)を達成するために、シドニーから
日本への遠隔英語教育（教師vs.生徒型）(2012
年 7 月〜2013 年 8 月)と日本とシドニーにお



けるスカイプによる交流（友人 vs.友人型）
（2013 年 9月〜2014 年 3 月）が実施された。 
 
(4) 目的(4)を達成するために、名古屋学院大
学 •情報センター内に独自のサーバーを整備
し、動画データをそのサーバーに自動送信す
るソフトをプログラマーに依頼した。 
 
(5) 目的(5)を達成するために、ホームページ
を開設し、学習者、ご父兄と関連する研究者
のネットワークを構築した。 
 
４．研究成果 
 
(1)-① 視覚•聴覚•振動感覚を統合した英語
教育 
 ヴェルボトナル法に基づいて、英語の韻律
的特徴を小型振動器「ダヨン」を利用して、
視覚、聴覚感覚と統合させる遠隔授業を試み
たが、実践不可能であった。「ダヨン」を学習
者側のパソコンに最適な振動の強さで調整さ
せることが、遠隔授業では困難であった。 
 
(1)-② 国内における遠隔授業の実践 
 遠隔授業はスカイプで可能であることが実
証された。場所と時間選択に自由度があり、
学習者は遠隔授業に積極的に参加した。2011
年 5月から2012年 6月までの英語による遠隔
スカイプ授業は週一度一回 30 分で、レッスン
の合計回数は 22 回であった。ホームステイに
おいて最低限度のコミュニケーションに必要
な表現と基本単語の発音と聞き取りの訓練が
行われた。音声理解や聞き取りが不明瞭な場
合には必ず”Once more, please.”と聞き返
す訓練を行った。予定した回数の授業が実践
された。人工内耳装用児達の聞き取り特性を
分析して対処することが不可能であったので、
緊張度の高い子音、特に[s]に関しては最後ま
で発音矯正が出来なかった。これは “Once 
more, please.”を常に“One more, please.”
と発音する傾向にあることから推測される。
人工内耳装用児達のイントネーションが平坦
であったので、ヴェルボトナル法に基づいて、
集中的に身体運動を駆使して上昇ピッチの訓
練が行われた。しかし、スカイプによる遠隔
授業では、ダイナミックな身体運動パターン
を伝達するには限界があった。視覚と聴覚情
報のズレが学習の妨げとならないかと懸念さ
れたが、実際の遠隔授業において不都合は生
じなかった。 
 
(2) ホームステイで育成された英語コミュニ
ケーション能力 
 シドニーにおいて活躍している人工内耳装
用児者の方々との人間関係が継続され、英語
学習の大きな動機となった。T さん（健聴者
で医療関連テーマを扱う作家、人工内耳の歴
史と装用児者の活動を執筆中）の自宅での 2
泊 3 日のホームステイでは、人工内耳装用児
のオーストラリアの普通学校における具体例

を学習した。参加者は同年代である T さんの
娘さんが通学する学校にて一日入学し、英語
での学校教育現場を体験した。5 泊 6 日のホ
ームステイは、シドニーコクレアセンター
(SCIC)の草分けで、難聴のご長男を人工内耳
装用後に継続して家庭で訓練し、聞き取りと
発話において完璧なレベルまで訓練された S
さん宅とオーストラリア在住の日本人で初め
て人工内耳を装用された H さん（中途失聴者
で 66 歳の時に人工内耳手術を受け、Nucleus 
CP810 を装着）宅で行われた。SCIC とコクレ
ア社の見学を通して、人工内耳の最新の技術
と継続した訓練がオーストラリアにおける人
工内耳装用児者の言語訓練の成功に結びつい
ていることを参加者全員が認識した。最終日
は、SCIC の Wさん（SCIC のスタッフで、シド
ニーにおける全てのコンタクトの紹介者。
1984年にギブソン博士により最初の中途失聴
者の人工内耳装用者）のお宅でお別れ会が開
催された。ホームステイをお世話して下さっ
た家族の方々と本研究を応援する 25 名の面
前で、3 名の参加者はホームステイ体験を英
語でスピーチし、英語でのコミュニケーショ
ン能力を実践する場となり、継続した英語学
習の動機となった。 
 
(3)-① シドニー在住の人工内耳装用者によ
る英語教育 
 シドニー在住で日本人の Hさんと Mさん（7
歳時に人工内耳の手術、Esprit 3G を使用、
2013 年 4月に高校入学）との間で遠隔授業が
始まり、H さんは M さんの英語基礎力を継続
して培うのに大きな役割を果たした。2012 年
7 月からスカイプレッスンが開始され、2013
年 5 月まで週一回、30 分のレッスンが 31 回
計画されたが、実施回数は 22 回であった。ホ
ームステイ以前の M さんの平均発話時間は、
総発話時間の約 9％であった。一方、Hさんの
英語の平均発話時間は 31%、日本語の平均発
話時間は 15%であり、圧倒的に教師である H
さんの発話量が多かった。一方、M さんの発
話内容は殆どが単語または文の反復と質問に
yes, no で応答するのみで、自発的な発話は
皆無であった。 
 ホームステイ後のレッスン時の M さんの英
語発話の合計時間の平均は 6%に減少し、3%は
チャットのタイピングに使われた。意思疎通
の手段としてチャットは必要であるが、聞き
取りの訓練の効率を上げるには、ある程度の
制限が必要である。一方、H さんの英語の発
話時間の平均は 41%、日本語発話時間は 4%と
減少したが、チャットでの説明時間が 8%と増
加した。基本的には圧倒的に教師の H さんが
語り、生徒の M さんが聞くという一方的な授
業パターンが観察された。M さんには日本語
の発話が殆ど無かった。 
 我々研究チームは母国語話者に近い英語力
を持つ H さんのレッスン動画を観察し、批評
することにより彼女の英語の教育技術を毎回
支援した。 



(3)-② 日本とシドニー在住の人工内耳装用
児達の国際交流 
 2013 年 9月 3日にシドニー在住で地元の公
立高校に通学する人工内耳装用者、C さん
（1997 年右耳に Nucleus Freedom、2009 年左
耳に Nucleus 5 を使用中、通常の会話とスカ
イプでの会話もほぼ完璧）と M さんとの交流
がスカイプにより開始された。 
 第一回目のトークの合計時間は 36.28 分で
あった。M さんの英語発話の合計時間はトー
クの 11％、3 回のチャットの所用時間は全体
の 3%であった。一方、C さんの英語発話の合
計時間はトークの 34%で、一回のチャットの
所用時間は 1%であった。二人ともスカイプト
ークが大変楽しかった様子で、自ら自分たち
でスカイプトークの時間を設定した。第二回
目（2013 年 9 月 10 日）のトークの合計時間
は 42.23 分で、M さんの英語発話の合計時間
は全体トークの 9%, 2 回のチャットの所用時
間は 1%であった。C さんの英語発話はトーク
の 41%で、19 回のチャットの所用時間は 6%で
あった。M さんの英語発話の時間は、以前と
比較して増加は無かったが、質的には発話の
内容が劇的に変化した。先ず、同じ立場で話
し合うことから、単語や文の単純リピートは
消滅した。C さんの質問内容が理解できない
場合は、“One more, please”(once の発音
が不可能の場合が多い)と M さんが聞き返す
と、C さんは丁重に説明を英語で行った。韓
国映画と映画俳優のテーマに関して、M さん
も Cさんと同様に、パク•ユーチョンのファン
であることから、初めて自発的発言が M さん
から観察された。特に、C さんと一緒に韓国
に行きたいと発話したことは、素晴らしい英
語での自己表現であった。Mさんが、“I want 
to go to Korea with you.”と発言すると、C
さんが“Oh, with me.”と驚きを持って答え
た。M さんの英語は平坦なピッチで強度も弱
い発話であったが、C さんはその発言の意味
を直に理解し、ピッチ差のある驚きを表現す
るスピーチパターンであった。ここに、英語
を媒体としながら、自由に楽しく語り合う場
がスカイプを通して実現されたのである。 
 
(4) 遠隔スカイプ授業を自動的にデータベー
ス化するシステムの構築 
 スカイプ授業のビデオ情報を自動的にサー
バーに送るシステムが開発されたが、データ
ベースの構築は出来なかった。データを自動
送信する為には、単純なパソコン操作を授業
前に行う必要があった。しかし、スカイプ授
業前の時間は教師にとっては、緊張の時であ
り、データの自動送信設定は殆どの場合不可
能であった。実際は無料提供されているネッ
トサービスのドロップボックスを利用してデ
ータ送信と交換を行った。 
 
(5) ホームページの設置と、学習者、ご父兄
と関連する研究者のネットワークの構築 
ホームページが設けられ、ホームステイの写

真やスカイプ授業のデータが登録されたが、
学習者が自らアクセスしてデータをダウンロ
ードする事は無かった。写真に対するコメン
トを記載するように、学習者に呼び掛けたが、
多少のコメントしか得られなかった。授業に
関連するデータベースが不整備であったので、
本研究テーマに興味を持つ研究者達にデータ
は提供出来なかった。 
 
今後の課題 
  
 日本在住の M さんとシドニー在住の C さん
は、他者からの援助や介入無しで、スカイプ
を通して自発的に自由に英語で語り合う国際
交流の場を創造した。今後は日本とオースト
ラリアにおいて、より多くの人工内耳装用児
達がスカイプにより英語と日本語で国際交流
を行うのを支援するのが、我々研究グループ
の課題であると考える。 
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